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一
踊
重
の
佐
奈
川
内
川
上

涜

軍
井
田
郷
に
造
ら
れ
る
ダ
ム

は
容
量
約
八
十
万
ト
ン
で
、
と
れ

は
ダ
ム
の
下
流
約
五
十
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
水
田
か
ん
が
い
と
西
大
村
、

竹
松
地
域
約
四
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

田
畑
愉
換
万
式
に
し
て
開
弗
す
る

と
と
に
な
り
ま
す
。

乙
れ
と
合
せ
て
郡
川
下
流
に
新

し
く
水
路
を
つ
く
り
、
萱
瀬
ダ
ム

の
農
業
用
水
を
完
全
に
配
水
す
る

と
と
も
に
水
の
地
下
浸
透
ぞ
防
ぐ

計
画
で
す
。

と
の
調
査
は
昭
和
三
十
六
年
度

に
特
殊
調
査
地
域
と
し
て
農
林
省

か
ら
指
定
を
受
げ
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
本
年
度
は
す
で
に
県
単

独
の
調
査
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま

す。

耕
地
の
地
下
浸
透
も
防
止

り

田
畑
の
開
発
と
改
善
J¥、

よ

市
内
部
川
上
流
の
喧
瀬
に
多
目
的
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
と
れ
が
で
き
あ
が
り
ま
す
と
、
水
の
調
節
と
上

アゴ

な
お
福
重
重
井
田
、
萱
潮
伏
勢
、
大
村
新
井
手
に
新
た
に
ダ
ム
を
つ
く
る
計
画
で
、
そ
の
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
.

政

と
れ
は
竹
位
、
西
大
村
、
大
村
地
区
の
既
設
水
出
補
水
、
回
畑
輪
換
作
に
よ
る
畑
作
改
善
の
た
め
に
新
設
さ
れ
る
も
の
で
、
大

市

村
市
農
業
発
展

ω基
盤
と
な
ゐ
こ
と
は
疑
う
余
地
の
な
い
乙
と
で
あ
り
ま
す
、
そ
の
計
画
の
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

村大(毎月1日，10日，20日発行〉
附粕 35年 8月108

(昭和33年4月22日第三種制便物認可)

地
区
民
多
年
の

要
望
実
現
へ

す ヘ 四 ク へ 回振水川る
るクヘタク・興し内 二 大

E TZJL千葉 Z正室よ村
にル! 、ル場計れか万新
なにル鳥、1/ )商iでらト井
Jか、帽大 米 で傾承ン三五
ま iん原子村開す 斜水の 7

~-き l肢 谷 杉認 。地路ダに
。 つ 谷 周半 地乙のにムつ
を三辺十四 れ畑よはく
造 十二二十 は作り、ら
成八十 へ 三池を 貯 南れ

し乙専 さ水てニ足水
たろ門それ田楠年し面市
の、 家 れ て で 水にて積央
で ー の?おさし姥いが地
本応意溜りえでのま狭域
格の見油ま毎い懐しくは
的見存予す年ま に た 、 地
に通問定。水す溜の非形
事し き地 不が r也で常上
業 もまを 足、を、にか
をでし踏 に 既つ大水 ら
進きた査 悩設く正がも
めまとレ まのつ十不興

(一)

以
上
の
伏
勢
、
新
井
手
の
ダ
ム

※ 

八

i-. 

五

J] 

13 
農業用水の開発計画図

tま

会と

通

日

全

安

県
の
闘
芸
中
心
地
で
す
。
と
の
地

域
は
水
回
耕
地
が
少
な
く
、
毎
年

畑
作
の
連
作
を
行
な
っ
て
い
る
た

め
、
土
壌
は
極
度
に
汚
染
さ
れ
、

パ
イ
ラ
ス
、
ネ
マ
ト

1
ダ
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
現
状
で
す
。
そ
の
う

え
畑
作
物
の
価
格
は
世
界
的
に
低

落
し
不
況
に
悩
ん
で
い
ま
す
の
で

経
営
が
不
安
定
で
す
か
ら
、
将
来

の
健
実
な
農
業
の
基
盤
を
た
て
る

た
め
に
根
本
的
な
対
策
を
講
ず
る

時
間
で
あ
り
、
乙
の
計
画
に
は
大

き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す

(
企
画
室
)

八
月

一
日
か
ら

全
市
民
の
結
核
健

康
診
断
(
レ
ン
ト

ゲ
ン
間
接
揖
彫
)

を
各
部
落
公
民
鱈

で
実
施
レ
て
い
ま

す
が
、
八
月
十
七

日
以
後
行
な
う
松

原
、福
童
、
園
大
付

大
村
地
区
の
日
程

が
つ
ぎ
の
よ
う
に
変
り
ま
し
た
。

関
係
地
区
の
か
た
は
誘
い
合
せ
て

多
数
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
.

な
お
、
七
月
二
十
日
号
で
お
知

ら
せ
し
た
町
内
で
、
今
回
実
施
し

な
い
町
内
が
一
部
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
分
に
つ
い
て
は
決
定
し
だ
い

あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
時
間
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
】

大
ら
ロ

、
か
ロ

村

田

口

大

佐

口

西

は
、
断

重

診

福

康
G

、
健
白

原
の
ロ

松
村
口

〔松
原
〕

A
8
月
幻
自
粛
光
寺
公
民
館
、

南、

北
野
岳
、
東
光
寺
、
野

田
、
平
原

A 
江区北 23
JlI 、

山南松
王松原
R主主 。何本
尾、
、 諸 橋

久 Hロ本

尊区宮
本、 本

〔
一
幅
重
〕

ど2
24 

今
宮
公
民
舘

今
宮
、
野

回
、
重
井
田

A
m
弥
勅
寺
。

弥

勅
寺
、
立

福
寺
、
矢
上
、
草
場

A
m
寿
古
公
民
館
寿
古
、
皆

問
、
沖
田

〔
竹
松
〕

ム
mu

宮
小
路
公
民
館
宮
小
路

九
電
社
宅
、
竹
松
郷
、
黒
丸

ム

初

鬼

橋
h

ザ

鬼

楕

〔
西
大
村
〕

A
MU

坂
口
公
民
館

田
ム
9
・
1

植
位
。
植
松

ム
2

八
坂
神
社
桜
馬
場
一
、

一一
ム
5

坂
口
、
池

古
賀
島
ク
ラ
ブ

古
賀
島

〔
大

村
〕

ム
6

上
久
原
公
民
館
上
久
原

ム
7

後
木
場
公
民
館
後
木
場

上
・
下
、
向
木
場
、
須
田
ノ
木

ム
8

水
計
。
水
計
、
荒
卒

昨

桜

並

木

に

牛

な

ど

刊

を

つ

な

が

な

い

で

品

く

だ

さ

い

一

〔
お
た
ず
ね
〕

一
二
十
四

-
号
国
道
の
西
本
町
か
ら
桜
馬
場

〕
ま
で
の
両
側
に
立
派
な
桜
並
木

町
が
植
え
つ
け
ら
れ
、
乙
れ
が
大

一
き
く
な
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

品
い
る
も
の
は
わ
た
し

一
人
で
は

一
な
い
と
思
い
ま
す。

品

川

王

E
E--
t
-川

と
こ
ろ
が
、

ご

箱

…
お
天
気
の
よ
い

四
恥
白
羽
山

田
は
毎
日
の
よ

-

a

:

・

F

…
印
一
山
…
う
に
水
主
町
喪

J

1

B

 

明

川

1
3
M
か
ら
丸
三
木
材

↑
川

ELF
川

百
方
面
の
聞
の

一

…

市

…
桜
の
木
に
、
牛

~州
-Eif--M

羊
、
山
羊
な
ど

8
月
四
日

を
つ
な
い
で
青
草
を
た
べ

さ

せ

将

来
は
大
村
市
の
名
所
と
も

て
い
る
の
を
見
う
け
ま
す
。

と

な
る
も
の
で
、
市
内
は
も
ち
ろ

れ
ら
の
動
物
は
青
草
だ
け
で
な
ん
、
そ
の
ほ
か
の
方
両
か
ら
も

く
桜
木
の
皮
を
か
じ
っ
た
り
、
そ
の
成
長
が
期
待
さ
れ
て
お
り

枝
葉
を
折
っ
た
り
し
て
お
り
、
そ
の
維
持
管
理
に
努
め
て
お
り

昨
年
も
大
分
枯
れ
ま
し
た
。
ま
ま
す。

た
今
年
も
つ
ぎ
つ
ぎ
枯
れ
て
い
牛
や
山
羊
な
ど
を
つ
な
が
れ

ま

す

。

る

か

た

は

一部
の
か
た
ど
思
い

折
角
道
路
美
化
の
た
め
に
植
ま
す
が
、
桜
並
木
を
立
派
に
育

付
け
て
あ
る
の
で
す
か
ら
、
約
て
る
た
め
に
、
と
の
よ
う
な
と

死
さ
せ
な
い
よ
う
な
方
法
は
な
ど
の
な
い
よ
う
に
皆
さ
ん
の
ご

い
も
の
で
し
ょ
う
か

。

協

力

を

お

願

い

し

ま

す
O

B

(
費
桜
庄
)
と
同
時
に
市
で
も
維
持
管
理
に
一

〔
お
こ
た
え
〕
乙
の
桜
つ
い
て
一
段
の
努
力
各
払
い
、
-

並
木
は
市
民
の
皆
き
ん
そ
の
ほ
み
な
さ
ん
の
ご
期
待
に
そ
い
た
一

か
の
か
た
が
た
か
ら
寄
贈
さ
れ
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
唱

た
も
の
で
、

楠
付
後
約
二
年
に

(

建

設
課
)

な
り
ま
す
。

県
の
集
団
産
地
と
し
て
指
定
を

受
け
、
着
々
悶
植
を
は
か
つ
て

お
り
ま
す
が
、

と
れ
を
円
滑
に

推
進
し
目
的
を
達
成
す
る
た
め

つ
ぎ
の
と
お
り
講
演
会
を
開
倍

す
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

多
数
ζ
来
聴
く
だ
さ
い
。

ム
主
附
大
村
市
、

大
村
市
柑

橘
研
究
同
志
会

ム
日
時
、
場
所
八
月
二
十
二

日
(
月
)
午
前
九
時

t
十一
一

時
大
村
市
巾
央
公
民
館

ム
講
師
県
特
産
相
桝
田
島
彦
事

(元
熊
本
島
試
場
長
)

浜
口
大
村
園
芸
分
場
長

(
農
林
課
)

十
九
日
J
三
十
日

国

民

年

金

証

書

を
渡
し
ま
す

六
月
中
に
所
得
状
況
届
そ
出

ぎ
れ
た
人
に
、
つ
ぎ
の
日
程
で

国
民
年
金
証
習
を
お
渡
し
い
た

し
ま
す
。

鞍
当
者
は
、
保
管
証
と
印
鑑

を
も
っ
て
受
け
取
り
に
き
て
く

だ
さ
い
。

雄
ケ
原
総
代
宅
雄
ケ
原

(
保
険
衛
生
課
)

-
4
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横
山
公
民
舘

横

山

一
A
H

大
多
武
会
民
館
大
多
武
一

一@⑨一①@@一

ピ
ス
す
る
乙
と
に
な
り
、
、
と

の
ほ
ど
開
通
し
ま
し
た
の
で
せ

い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号
は
八
五
六
番
で
、
昭

び
出
し
も
で
き
ま
す
。

(
大
村
観
光
協
会
)

住

宅

建

設

資

金

の

借
入
申
込
郡
日
ま
で

住
宅
金
融
公
庫
で
は
昭
和
三

十
五
年
度
第
二
回
一
般
個
人
住

宅
建
設
資
金
の
融
資
申
込
み
を

八
月
十
ニ
日
か
ら
二
十
五
日
ま

で
十
八
銀
行
大
村
支
庖
で
受
げ

つ
け
ま
す
。

(
建
設
課
)

か

ん

き

つ

増

植

の

講

演

会

大
村
市
に
お
い
て
は
、
み
か

ん
増
植
五
ヶ
年
計
画
ぞ
た
て
て

な
お
、
別
途
に
合
額
支
給
停

止
の
通
知
を
受
け
た
か
た
に
は

証
書
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
承

知
く
だ
さ
い。

証
書
交
付
月
臼

交
付
場
所

三
浦
出
張
所

20 
日

鈴
回
出
張
所

農
業
用
水
の
確
保
は
完
壁

水
道
、

工
業
用
水
、
さ
ら
に
農
業
用
水
が
確
保
さ
れ
、
大
村
市
の
産
業
発
展
に
大
き
く
役
立
つ
乙
と
に
な
り
ま
す
が
、

健
実
な
農
業
経

一る
こ
と
と
な
り
、
県
に
調
査
を
依

一池
を
築
造
す
る
こ
と
に
つ
い

て

は

一

営

の

た

め

に

傾
斜
地
に

H

か
ん
き
つ
u
増

殖

一頼
し
ま
し
た
・
そ
の
結
果
本
年
度
一地
区
民
の
多
年
の
要
望
で
あ
り
、

一
竹
松
、
西
大
村
地
域
は
郡
川
、

一か
ら
調
査
が
実
施
さ
れ
る
と
と
に

一よ
う
や
く
そ
の
望
み
が
か
な
え
ら
一大
上
一戸
川
の
堆
積
物
に
よ
っ
て
形

萱
湖
伏
勢
に
つ
く
ら
れ
る

一が
で
き
あ
が
り
ま
す
と
、
従
来
の

一
ょ
っ

一

一

一

一な
っ
た
わ
げ
で
す
。

一れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

一成
さ
れ
た
一
大
扇
状
地
帯
と
な
っ

ダ
ム
は
容
量
百
万
ト
ン
で
、
と
れ

一水
の
慣
行
が
変
わ
り
、
既
設
の
姥

一

水
不
足
解
決
の
た
め
農
業
用
溜
一

て
い
る
肥
え
た
沖
積
号
、
長
崎

は
大
村
地
区
の
水
出
百
四
十
へ
ク
一の
懐
へ
う
ば
の
つ
く
ら
)
と
大
多

一

タ
ー
ル
.
西
大
村
山
田
地
区
水
田

一武
の
溜
油
は
同
地
域
の
上
部
の
積
一

六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
補
水
お
よ
び

一山
頭
、
犬
多
武
、
推
油
な
ど
の
畑

一

大
村
地
区
の
畑
地
三
百
六
十
へ
ク
一地
に
か
ん
水
レ
ま
す
の
で
、
新
設

一

タ
1
ル
、
回
大
村
岳
木
場
・
池
田

一の
溜
油
は
そ
れ
よ
り
下
部
の
傾
斜
一

・
諏
訪
台
地
の
畑
地
約
六
十
へ
ク
一地
の
畑
地
、
水
田
の
か
ん
水
を
完

一

タ
1
ル
に
柑
き
つ
を
用
殖
す
る
た

一全
に
ず
る
わ
け
で
す
。

め
の
畑
地
か
ん
が
い
と
水
回
を
つ

く
る
計
踊
で
す
。

水
の
利
用
状

況

を

調

査

大
村
保
健
所
で
は
各
家
庭
の

飲
み
水
と
使
い
水
の
利
用
状
況

を
調
べ
る
こ
と
に
な
り
、
調
査

票
を
全
家
庭
に
配
っ
て
お
り
ま

す
。
と
の
調
査
は
伝
染
病
予
防

災
害
対
策
な
ど
の
資
料
に
使
う

も
の
で
、
八
月
二
十
日
ま
で
町

務
連
絡
委
員
を
通
じ
市
保
険
衛

生
課
ヘ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

(
保
険
衛
壬
課
)

玖
島
崎
海
水
浴

場
に
公
衆
電
話

玖
島
崎
海
水
浴
場
は
市
内
の

人
は
も
ち
ろ
ん
、
佐
賀
県
や
佐

世
保
方
面
か
ら
の
浴
客
で
毎
日

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
海
水

浴
の
期
間
中
、
公
衆
慌
時
を
取

り
つ
げ
て
、
お
客
さ
ん
に
サ
l

22 
日

萱
瀬
出
張
所

23 
日

福
輩
出
張
所

24 
日

松
原
出
張
所

25 
臼

竹
松
出
張
所

6
・
7
1
4

ワ臼
4

つ
ωι

ト

西
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実

弾

射

撃

大
村
部
隊
で
は
、
八
月
十
五

日
か
ら
一一
十
六
日
ま
で
(
二
十

一
日
を
除
く
)
(
毎
日
午
前
八

時
l
午
後
五
時
)
池
田
射
撃
場

で
実
抑
射
撃
を
実
施
レ
ま
す
。
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庶
務
課
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補
肥
の
詰
は
お
お
よ
そ
出
問

な
お
、
秋
落
田
な
ど
で
は

と

前
二
十
四
よ

干

五
日
で
、

農

々

の
追
肥
の
効
果
も
あ
り
ま
す
一

林
十
八
号
で
八
月
十
六
日
J
十

の
で
、

塩
加
を
三
キ
ロ
ぐ
ら
い
一

〔水

稲
〕
本
年
は
田
植
後
高

八

日
ど
ろ
に
な
り
ま
す
。
加
え
る
と
よ
い
。

温
多
照
で
水
稲
の
分
け
っ
、

生

親
茎
を
け
ず
っ
て
み
て
、

幼

〔

そ

さ

い
〕

ホ

l
レ
ン
草

一

育
も
良
好
で
す
か
ら
穂
肥
の
効
糟
が

一
l
二
ミ
リ
ぐ
ら
い
の
と

の
早
ま
き
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
一

果
が
高
く
、
必
要
度
も
高
い
の

き
施
せ
ば
確
実
で
す
。
施
す
量

気
温
が
高
い
か
ら
水
利
の
便
の

?
積
極
的
に
開
肥
を
施
し
た
方
は
稲
の
で
き
具
合
、
あ
る
い
は
あ
る
と
乙
ろ
を
選
び
ま
し
ょ
う

が
よ
い
。

し
か
し
つ
ぎ
の
よ
う

十
一壊
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
〔

み
か
ん
〕
赤
ダ
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サ

な
場
合
に
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き
で
す
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で
十
ア
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当
り
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、
天
牛
の

の
葉
が
悶
々
し
ぐ
垂
れ
、
緑

・
八
J
一
・
四
キ
ロ
ゲ
ラ
ム

被
害
に
注
意
し
ま
し
ょ
う。

色
の
濃
い
場

合
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安
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紫
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緑
で
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マ
ハ
ガ

グ
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に
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り
ま
す
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で
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生

カ
イ
ガ
ラ
自
の
防
除
に
効
果
的
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が
出
て
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る
場
合
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育
の
状
態
、
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宮
に
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っ
て
分
で
す
か
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計
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的
な
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蒸
を
行
ゆ

③
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チ
病
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て
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量
ぞ
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し
、
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ま
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う
。
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改
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所
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メ

全
国
か

ら
家
計
記

録
の
体
験

談
を
募
集

し
て
い
ま

す
。
初
心

の
か
た
も

官
っ
て
ご

応
募
く
だ

家
、
商
家
な
ど
で
は
家
計
と
家
業

資
金
と
の
区
分
や
現
物
換
算
の
方

法
、
グ
ル
ー
プ
で
研
究
し
て
い
る

人
は
そ
の
内
容
な
ど
)

募

集

要

領

ム
締
切

九
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十
日
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日
付
消

印
の
あ
る
も
の
は
有
効
)

ム
本
文
の
字
数
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千
五
百
宇
田何
度
一

年
版

「あ
か
る
い
生
活
の
家
計

に
し
て
く
だ
さ
い。

一

縛
」
を
差
し
上
げ
ま
す
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バ
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一

う

と

思

っ
て
い
ろ
場
所
の
こ
ど
で
一の
調
査
事
項
の
う
ち
十
項
目
は
世

ザ

ハ
エル
一蚊

ω生
高

温
で
乾

燥

さ

い

室

ノ

と
の
場
合
幼
虫
は
老
熟
す
る
と

〔
環
境
の
整

備

活

D
P
T
が
っ
守

二

一

調

査

事

項

は

加

項

目

一す
。

一帯
主
に
九
月
末
ま
で
に
記
入
し
て

…
態
と
駆
除
庁
法
は
ミ
は
空
腹
に
も
弱
い
が
、

低
温

六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
達
レ
ま

す

と

堀
院

方
法

〕

カ
ら

ネ
ズ
ミ
ノ
ミ
を
馬
問
で

い一

一旅
行
や
出
か
せ
ぎ
、
入
院
で
一ペ
カ
一い
た
だ
き
、
他
れ
羽
目
は
十
月
一

…

日

諮

問
一時何十
日間
山内
翌
日
目

立

刊
誌
諮
問
訂
ピ
ド
や
納
麗
η

隅な
ん

一

十

月

一
日
に

国
勢
調

査

一日間
持
れ
れ
れ
竹石
川町長

日
岡山十河
内

叩
多
く
の
害
虫
が
わ

て

い
ま
す
.

の
場
合
普
通
ば
夏
で
約

一
カ
月

五

月
l
七
月
ご
ろ
っ
す
.
ヒ
ト

に
ね
ず
み
の
県
が
発
見
さ
れ
ま

切

一

一

【
調
査
の
方
法
】
:
九
月
下
一
ら
い
ろ
い
ろ
お
問
き
し
て
番
+さ
入

F

れ
わ
れ
の
安
倍
を

産
卵
は
一ニ
カ
月
閣
ぐ
ら
い
に
ぐ
ら
い
の
よ
う
で
す
。

ノ
ミ
は
床
下
ワ
畳
心
下
の
ご
み

す
か
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れ
を
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ム
す
る
こ
と

仇
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た
る
十
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-
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現
刊
で
全
国
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で
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で
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小加
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員
が
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情
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ま
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四
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十
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を
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わ
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や
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を
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。
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別
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・
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が
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